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新型コロナウィルス感染症拡大への対応について（お知らせ）

新型コロナウィルス感染症拡大は第７波を迎え、これまで子どもは罹りにくかっ
たデルタ株から、子どもも罹りやすいオミクロン株への変遷により、一度家庭内で
罹患者が発生すれば家族の多くが罹患しやすい状況となっています。県内の保育園
においても、罹患に気付かないままに登園したためにクラスターが発生し、クラス
休園では感染が抑えられず全体休園となった園が複数見られます。
厚労省子ども家庭局保育課は、事務連絡として2022年7月26日付で、「保育所等

における新型コロナウィルスへの対応にかかるQ＆Aについて（第十七報）」を発
出しました。
以下、ご家族が罹患した場合のお子様の登園についてのことについてお知らせし

ます。

記

新型コロナウイルス感染症対策に関する保育所等に関するQ&A（第十七報）

（保育所の開所関係）

問3－1 子どもが濃厚接触者に特定された場合どのように対応すべきか。

¡ 子どもが感染者の濃厚接触者に特定された場合には、当該子どもの保護者に対し、

市区町村は登園を避けるよう要請することとしています。なお、この場合におい

て、登園を避ける期間の基準は、感染者と最後に濃厚接触をした日から起算して

５日間（※１，２）を目安としています。

（※１）＝略＝

（※２）令和４年３月濃厚接触者関連事務連絡において、社会機能維持者であるか否か

にかかわらず、２日目及び３日目の抗原定性検査キットを用いた検査で陰性を確認した

場合は、３日目から解除が可能となりますが、乳幼児については抗原定性検査キットを用

いることは想定していないため、この意味において乳幼児は５日間の待機となるものと考

えています。

上記のことから、園児ではないご家族が罹患した場合、罹患者が、園児とマスク
等によって濃厚接触を避けて生活している場合の日数をカウントしての5日間の待
機（登園自粛）となります。そうではない場合は、この限りではありません。
また、新型コロナウィルス感染症拡大防止のために以前からお願いしていました

ように、園児・同居家族でかぜ症状（鼻水、咳、のどの痛み）及び37.5℃以上の発
熱の場合も、登園を自粛頂きますよう重ねてお願いします。



【ご参考】https://news.yahoo.co.jp/byline/kuraharayu/20220723-00306843


